

































を 2 % 以上混入することにより，RC梁の破壊形式をせん断破壊型から曲げ破壊型に移行させ，耐力を1.8 倍
向上可能であることが明らかになった．







果，普通コンクリートを用いる場合には，衝突速度 V = 5 m/s
で著しいせん断破壊により終局に至った．一方，短繊維混入率を 2




普通コンクリート使用 (重錘衝突速度 V = 5 m/s)
高靱性コンクリート使用 (重錘衝突速度 V = 9 m/s)
衝撃実験終了後の破壊状況
静載荷実験終了後の破壊状況
高靱性コンクリート使用 (最大荷重 217.4 kN)
普通コンクリート使用 (最大荷重 123.7 kN)
平成１４年度第４回ＣＲＤセミナー
                                      日　時：3月19日(水) 13時30分～
                                       場　所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階
                                       共　催：共同研究推進ｾﾐﾅｰ実行委員会、CRDｾﾝﾀｰ研究協力会
総合テーマ：次世代半導体プロセス技術の開発
テーマI：中性原子発生装置の開発とナノスケール半導体薄膜形成への応用に関する研究




















                                       日　時：3月26日(水) 13時30分～
                                         場　所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階
                                        共　催：共同研究推進ｾﾐﾅｰ実行委員会、CRDｾﾝﾀｰ研究協力会
テーマ ： ユビキタス時代の高分子電解質燃料電池
客員教授(㈱アドバンテスト 前取締役)　渡辺　正夫
　モバイル型10W燃料電池を開発している。現在、実用器の試作の段階である。燃料電池として室温動作が
可能な固体高分子ゲル電解質（0.6‐0.8V，60-80mA/cm2）を開発、採用した。この電解質は広く使われてい
るNafion膜（動作温度、80℃）の特性に劣らないが、機械的に弱い問題がある。合わせて、小型の水素ガス
製造器（2-5cc/sec）を開発した。水分子との反応性の強いアルミ合金を表面の無酸化の条件で微粒子化する
と、室温で水の分解反応を開始し、水素ガスを発生する。反応機構は合金結晶の水分子に対する摩擦腐食
（mechano-chemical）反応である。実用機の製作では、全ての部品が小型、軽量、安定、安価であることが
必要であるが、現在、燃料電池の特性安定性/耐久性、水素ガス供給用部品（電磁弁など）の開発、システム
制御/表示用のIC/回路製作が課題となっている。
　燃料電池はクリーンな新エネルギー源として自動車用等の強電燃料電池が期待されているが、同時に局所
小型電源としての弱電燃料電池の発展も重要である。弱電の燃料電池は今後二つの分野で大きな役割を果た
すと考えられる。一つはユビキタス通信IC用の超小型電源、もう一つはMicro-protonics (vs.Micro-
electronics)の分野である。これらの可能性についても言及したい。プロトニックスとは電解質中で生
成、消滅、伝導するプロトンを制御、修飾することにより新しい機能を引き出すプロトン‐エレクトロニ
ックスである。
